
日本台湾学会第三回学術大会プログラム

日時：２００１年６月２日（土曜日）

会場：東京大学本郷キャンパス山上会館（会館事務局０３－３８１２－２１１１ 内線２３２０）

地下鉄丸の内線 本郷三丁目駅から徒歩１０分

参加費：１０００円（会場費）

報告論文は別途有料（１セット、１０００円）にて当日会場で販売する予定です。

主催：日本台湾学会 後援：（財）交流協会

スケジュール：

①受付開始： 9：30 ②午前の部：10：00～11：50

③昼休み ：11：50～13：30（ランチョンスピーチ、理事・幹事懇談会）

④午後の部：13：30～15：20 ⑤記念講演：15：30～17：00

⑥会員総会：17：00～17：40 ⑦懇親会 ：18：00～20：00

文化・文学分科会（Ａ）（001会議室，地下） 午前の部（10:00～11:50）及び午後の部（13:30～

15:20）

２セッション企画

テーマ：「シンポジウム『決戦台湾小説集』をめぐって」

企画責任者： 垂水千恵（横浜国立大学） 座長： 山口 守（日本大学）



報告者： 中島利郎（聖徳学園岐阜教育大学） 「『決戦台湾小説集』の刊行について」

野間信幸（東洋大学） 「決戦文学期の張文環」

張季琳（中央研究院中国文哲研究所） 「決戦台湾小説におさめられた楊の戦争協力」

垂水千恵（横浜国立大学） 「呂赫若における『風頭水尾』の位置」

コメンテイター：星名宏修（琉球大学）、池田浩士（京都大学）、下村作次郎（天理大学）

文化・文学分科会（Ｂ）（002会議室，地下） 午前の部（10:00～11:50）及び午後の部（13:30～

15:20）

２セッション企画

テーマ：「台湾の民主化と文化の再編成」

企画責任者・座長： 丸川哲史（一橋大学大学院）

報告者： 林欣義（大阪大学大学院） 「台湾映画における言語使用」

本田親史（法政大学大学院） 「マスメディアにおける公共性の変容」

丸川哲史（一橋大学大学院） 「台湾ニューシネマにおける外省人のイメージ」

宗田昌人（京都大学大学院） 「台湾の歴史叙述と植民地の出版物」

コメンテイター： 田村志津枝（台湾研究家）、丸川哲史（学習院大学）、 清水賢一郎（北海道大学）、

大浜郁子（法政大学大学院）

政治・経済分科会（Ａ）（大会議室，2F） 午前の部（10:00～11:50）



１セッション企画

テーマ：「一党支配体制下の国家・社会関係：国民党体制の再考察」

企画責任者・座長： 林成蔚（北海道大学）

報告者： 柿沢未知（慶応大学大学院） 「国民党の『台湾化』：６０年代の『党治』の戦略とメカニズ

ム」

Wong, Joseph（トロント大学） “Re-Constituting State and Society:Health Policy in

Democratizing Taiwan and Korea”（国家と社会の再構成：民主化期の台湾と韓国における医療政策）

コメンテイター： 松本充豊（神戸大学大学院）「一党支配体制の構築と解体：９０年代国民党支配の変

化」

岸川豊（上智大学）「一党支配体制の構築と解体：国民党とＰＲＩの比較分析」

政治・経済分科会（Ｂ）（大会議室，2F） 午後の部（13:30～15:20）

１セッション企画

テーマ：「1950年代の台湾・中国関係」

企画責任者： 松田康博（防衛庁防衛研究所）

座長： 国分良成（慶応義塾大学）

報告者： 青山瑠妙（早稲田大学） 「1950年代中国の対台湾政策」

松田康博（防衛庁防衛研究所） 「台湾の大陸政策（1950-1958）－『大陸反攻』の態勢と作戦―」



コメンテイター：石井明（東京大学）、久保亨（信州大学）

自由論題報告（歴史分野）（201+202会議室，2F） 午前の部（10:00～11:50）

担当企画委員： 張士陽（東京大学）

座長： 近藤正己（近畿大学）

報告者： 坂井隆（財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団）

「ジャンク貿易における台湾とアジア―鄭氏時代及び以後の遺跡出土陶磁片を中心にー」

李季華（東京大学大学院） 「迷信とは何か－1920～30年代『台湾民報』の分析を中心として」

コメンテイター： 張士陽（東京大学）、三尾裕子（東京外国語大学）

自由論題報告（経済・法律分野）（201+202会議室，2F） 午後の部（13:30～15:20）

担当企画委員：塚本元（法政大学）

座長： 石田浩（関西大学）

報告者： 赤羽淳（三菱総合研究所） 「台湾の直接投資拡大と産業空洞化問題」

呉豪人（アレクサンダーフンボルト財団奨学生） 「フォルモサにおける日独法学者の邂逅」

コメンテイター： 朝元照雄（九州産業大学）、春山明哲（国立国会図書館）

ランチョンスピーチ（001会議室，地下） （12:20～13:20）



講演者：李瑞騰（台湾・中央大学中文系教授《台湾文学年鑑》主編）

当代台湾小説の潮流－1980～2000（ペーパーあり、通訳なし）

定員 ：先着２０名 料金：１５００円（当日徴収）

申込先 ：愛知大学、黄英哲 申込方法：黄英哲までｅ－mailで、 yingche@vega.aichi-u.ac.jp

理事・幹事懇親会（山上会館食堂）（12:10～13:10）

記念講演（大会議室，2F）（15：30～17：00）

講師：呉乃徳（中央研究院近代史研究所）

テーマ：「近代性を求めて：台湾研究について考えること」（追求現代性：台湾研究和歴史挑戦）

（In thePersuit of Modernity: Some Thought of Taiwan Study）

司会：若林正丈 通訳：渡辺剛（杏林大学）

会員総会（大会議室，2F）（17：00～17：40）

日本台湾学会賞授与

懇親会（山上会館御殿，1F）（18：00～20：00）

mailto:yingche@vega.aichi-u.ac.jp


参加費：５０００円（学生３０００円）

以上
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